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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第81期

第３四半期
累計期間

第82期
第３四半期
累計期間

第81期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

営業収益 (百万円) 697 658 887

経常利益 (百万円) 174 202 207

四半期(当期)純利益 (百万円) 123 144 143

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 200 200 200

発行済株式総数 (千株) 4,000 4,000 4,000

純資産額 (百万円) 3,747 4,371 3,462

総資産額 (百万円) 51,937 53,988 50,155

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 31.04 36.37 36.16

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 9.00

自己資本比率 (％) 7.2 8.1 6.9
 

 

回次
第81期

第３四半期
会計期間

第82期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.10 9.65
 

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

２ 営業収益には、消費税等を含んでおります。

３ 当社は、持分法対象会社がないため、「持分法を適用した場合の投資利益」については記載しておりませ

ん。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1)　経営成績の分析

当第３四半期累計期間（平成26年４月１日から同年12月31日までの９ヶ月間）のわが国経済は、政府の経済対策

や日銀による金融緩和策を背景に円安が進行し、輸出企業を中心に業績の改善がみられた一方で、個人消費は消費

税増税後の消費マインドに弱さがみられ、景気の回復は緩慢なものとなりました。

株式市況についてみますと、14,791円で始まった日経平均株価は、ウクライナ情勢等地政学的リスクに加え、４

月に施行となった消費税増税の影響から軟調な展開となりました。その後10月末に発表された日銀の追加緩和の決

定により為替相場は円安が進行、原油価格の下落もあいまって株価は上昇し、最終的に17,450円で取引を終了しま

した。この間、当第３四半期末の２市場信用取引残高は２兆9,648億円と、前事業年度末（３兆1,277億円）に比べ

5.2％の減少となりました。

こうした環境の下、当社の資金運用状況をみますと、まず、貸付金は金融商品取引業者向け一般貸付金の増加を

主な要因として、期中運用平均残高は51億円と、前年同四半期（47億円）比４億円の増加となりました。

貸付金以外の運用面をみますと、有価証券投資の期中運用平均残高は420億円と、前年同四半期（403億円）比16

億円の増加となりました。また現金担保付きレポ取引による借入有価証券代り金の期中運用平均残高は70億円と、

前年同四半期（51億円）比18億円の増加となりました。

こうした運用状況の下、当第３四半期の営業収益は６億58百万円と有価証券利息配当金の減収を中心として前年

同四半期（６億97百万円）比39百万円の減収となりました。営業費用は支払利息が減少した一方で、支払手数料、

有価証券借入料が増加したため、１億97百万円と前年同四半期（１億94百万円）比２百万円の増加となりました。

また、一般管理費は減価償却費の減少を主因として前年同四半期（３億79百万円）比56百万円減少し、３億22百万

円となりました。

この結果、当第３四半期の営業利益は１億38百万円と、前年同四半期（１億23百万円）比15百万円の増益となり

ました。また、これに営業外損益を加減算した経常利益は２億２百万円と、前年同四半期（１億74百万円）比28百

万円の増益となりました。最終的に税金費用を減算した四半期純利益は１億44百万円と、前年同四半期（１億23百

万円）比21百万円の増益となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第３四半期末の総資産は、借入有価証券代り金及び未収入金の増加を主な要因として539億88百万円と、前事業

年度末に比べ38億33百万円の増加となりました。負債は短期借入金、長期借入金の増加を主な要因として496億17百

万円と、前事業年度末に比べ29億24百万円の増加となりました。また、純資産はその他有価証券評価差額金が増加

したことにより43億71百万円と、前事業年度末に比べ９億９百万円の増加となりました。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

 

(4)　研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

(5)　証券取引所市場売買高と当社貸付高の状況

区分

前第３四半期
累計期間

(自 平成25年
    ４月１日
至 平成25年
   12月31日)

当第３四半期
累計期間

(自 平成26年
　　４月１日
 至 平成26年
　　12月31日)

前事業年度
(自 平成25年
     ４月１日
至 平成26年
    ３月31日)

総額(千円) 総額(千円) 総額(千円)

名古屋証券取引所売買高
（市場第一部、市場第二部及びセント
レックス市場の合計）

株数 227,646千株 427,633千株 322,220千株

金額 140,393,643 107,225,122 164,597,083

当社の貸付状況

貸借取引貸付金

繰越高 826,188 934,586 826,188

貸付高 7,648,357 5,754,083 9,244,287

回収高 7,330,498 5,253,667 9,135,890

期末残高 1,144,047 1,435,002 934,586

貸借取引貸付有価
証券

繰越高 10,352 6,641 10,352

貸付高 228,697 772,001 332,961

回収高 231,428 644,809 336,673

期末残高 7,622 133,833 6,641

一般貸付金

繰越高 3,828,303 3,638,129 3,828,303

貸付高 5,460,401 7,525,448 7,315,633

回収高 5,719,578 6,609,910 7,505,807

期末残高 3,569,125 4,553,667 3,638,129

一般貸付有価証券

繰越高 ― ― ―

貸付高 2,296 ― 2,296

回収高 2,296 ― 2,296

期末残高 ― ― ―
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(6)　業務部門別収入の状況

区分

前第３四半期累計期間
(自　平成25年
    ４月１日
 至　平成25年
     12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年
　　 ４月１日
 至　平成26年
　　　12月31日)

前事業年度
(自　平成25年
     ４月１日
 至　平成26年
      ３月31日)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

貸借取引貸付

貸借取引貸付金利息 5,767  5,415  7,818  

受取手数料 738  906  1,190  

有価証券貸付料 857  3,512  1,319  

小計 7,364 1.1 9,835 1.5 10,328 1.2

一般貸付

一般貸付金利息 84,311  82,122  109,694  

受取手数料 28  ―  32  

小計 84,340 12.1 82,122 12.5 109,726 12.4

その他の収入

借入有価証券代り金利息 2,361  1,670  2,980  

受取手数料 6,061  6,169  8,083  

(有価証券集中管理手数料) (1,428)  (1,469)  (1,905)  

(その他受取手数料) (4,633)  (4,699)  (6,177)  

有価証券貸付料 1  ―  1  

有価証券利息及び配当金 597,521  558,822  756,047  

小計 605,947 86.8 566,661 86.0 767,113 86.4

計 697,651 100.0 658,620 100.0 887,169 100.0
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,000,000

計 4,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,000,000 4,000,000
名古屋証券取引所

市場第二部
単元株式数　1,000株

計 4,000,000 4,000,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年12月31日 ― 4,000 ― 200 ― ―
 

 

(6) 【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　   30,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  3,936,000 3,936 ―

単元未満株式 普通株式 　 34,000 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 4,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 3,936 ―
 

　 (注) 「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式5株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
中部証券金融株式会社

名古屋市中区栄三丁目
８番20号

30,000 ― 30,000 0.75

計 ― 30,000 ― 30,000 0.75
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成26年10月１日から平成26年

12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 621,013 1,015,257

  貸借取引貸付金 934,586 1,435,002

  一般貸付金 3,638,129 4,553,667

  貸借取引貸付有価証券 6,641 133,833

  借入有価証券代り金 5,044,154 7,346,386

  未収入金 1,652,325 5,451,797

  その他 134,672 136,454

  流動資産合計 12,031,523 20,072,400

 固定資産   

  有形固定資産 49,334 49,106

  無形固定資産 28,430 19,646

  投資その他の資産   

   投資有価証券 37,486,170 33,151,997

   その他 559,799 695,580

   投資その他の資産合計 38,045,969 33,847,577

  固定資産合計 38,123,734 33,916,331

 資産合計 50,155,257 53,988,732

負債の部   

 流動負債   

  コールマネー 8,500,000 9,000,000

  短期借入金 35,700,000 36,300,000

  未払金 24,063 53,404

  未払法人税等 21,494 25,978

  貸付有価証券代り金 6,641 133,833

  担保金 150,000 270,000

  預り金 7,816 8,535

  預り有価証券 6,532 133,072

  賞与引当金 18,959 8,924

  役員賞与引当金 7,200 4,425

  その他 62,746 49,761

  流動負債合計 44,505,453 45,987,935

 固定負債   

  長期借入金 2,000,000 3,000,000

  繰延税金負債 25,193 458,841

  退職給付引当金 120,487 128,795

  役員退職慰労引当金 41,944 41,944

  固定負債合計 2,187,624 3,629,580

 負債合計 46,693,078 49,617,516
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 200,000 200,000

  利益剰余金   

   利益準備金 50,000 50,000

   その他利益剰余金   

    配当準備積立金 191,000 191,000

    圧縮記帳積立金 18,327 18,116

    別途積立金 1,530,000 1,530,000

    繰越利益剰余金 1,333,704 1,442,557

   利益剰余金合計 3,123,032 3,231,674

  自己株式 △6,924 △7,225

  株主資本合計 3,316,107 3,424,449

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 146,071 946,766

  評価・換算差額等合計 146,071 946,766

 純資産合計 3,462,179 4,371,216

負債純資産合計 50,155,257 53,988,732
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

営業収益   

 貸付金利息 90,078 87,538

 借入有価証券代り金利息 2,361 1,670

 受取手数料 6,829 7,076

 有価証券貸付料 859 3,512

 有価証券利息配当金 597,521 558,822

 営業収益合計 697,651 658,620

営業費用   

 支払利息 130,508 127,942

 支払手数料 62,951 65,588

 有価証券借入料 1,145 3,916

 営業費用合計 194,606 197,447

営業総利益 503,045 461,173

一般管理費 379,315 322,321

営業利益 123,730 138,852

営業外収益   

 投資有価証券売却益 2,203,294 2,234,755

 その他 1,958 1,778

 営業外収益合計 2,205,252 2,236,533

営業外費用   

 投資有価証券売却損 1,460,580 348,365

 デリバティブ取引運用損 685,888 1,796,358

 その他 7,677 27,781

 営業外費用合計 2,154,145 2,172,505

経常利益 174,837 202,879

特別損失   

 固定資産除却損 5 5

 特別損失合計 5 5

税引前四半期純利益 174,831 202,874

法人税、住民税及び事業税 42,285 58,445

法人税等調整額 9,284 56

法人税等合計 51,570 58,501

四半期純利益 123,261 144,372
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【注記事項】

 

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日)

減価償却費 58,378千円 12,251千円
 

 

 

 

(株主資本等関係)

 

前第３四半期累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 35,741 9 平成25年３月31日 平成25年６月27日
その他

利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

の

 

該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 35,729 9 平成26年３月31日 平成26年６月27日
その他

利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

の

 

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

 

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がないか、四半期

貸借対照表計上額と時価の差額及び前事業年度に係る貸借対照表計上額と時価との差額に重要性が乏しいため、

注記を省略しております。

 

 

(有価証券関係)

 

前事業年度末(平成26年３月31日)

 

その他有価証券

(単位：千円)

区分 取得原価
貸借対照表

差額
計上額

　株式 141,934 315,542 173,608

　債券    

     国債・地方債 26,006,274 25,982,800 △23,474

     社債 100,047 100,420 372

     その他 7,900,716 8,216,860 316,144

　その他 3,119,524 2,857,551 △261,973

計 37,268,496 37,473,174 204,677
 

 

当第３四半期会計期間末(平成26年12月31日)

 

その他有価証券は、事業の運営において重要なものであることから記載しております。

 

その他有価証券

(単位：千円)

区分 取得原価
四半期貸借対照表

差額
計上額

　株式 141,958 354,584 212,625

　債券    

     国債・地方債 21,020,934 21,369,700 348,765

     社債 ― ― ―

     その他 7,405,270 8,343,872 938,601

　その他 3,129,601 3,070,845 △58,756

計 31,697,764 33,139,001 1,441,237
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(デリバティブ取引関係)

 

前事業年度末(平成26年３月31日)

 

(1) 株式関連

(単位：千円)

区分 種類 契約額等
契約額等のうち

1年超
時価 評価損益

金融商品

取引所　

株価指数先物取引     

売建 1,625,800 ― 1,625,800 ―

買建 ― ― ― ―

計 ― ― ― ―
 

　(注) 時価の算定方法　金融商品取引所における最終の価格により算定しております。

 

(2) 債券関連

(単位：千円)

区分 種類 契約額等
契約額等のうち

1年超
時価 評価損益

金融商品

取引所　

国債先物取引     

売建 8,677,200 ― 8,677,200 ―

買建 ― ― ― ―

計 ― ― ― ―
 

　(注) 時価の算定方法　金融商品取引所における最終の価格により算定しております。

 

(3) 金利関連

(単位：千円)

区分 種類 想定元本
想定元本のうち

1年超
時価 評価損益

市場取引以

外の取引

金利スワップ取引     

支払固定・

受取変動
5,000,000 2,000,000 △49,513 △49,513

計 5,000,000 2,000,000 △49,513 △49,513
 

(注) 時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格により算定しております。
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当第３四半期会計期間末(平成26年12月31日)

 

デリバティブ取引は事業の運営において重要なものであることから記載しております。

 

(1) 株式関連

(単位：千円)

区分 種類 契約額等
契約額等のうち

1年超
時価 評価損益

金融商品

取引所　

株価指数先物取引     

売建 2,430,400 ― 2,430,400 ―　

買建 ― ― ― ―

計 ― ― ― ―
 

　(注) 時価の算定方法　金融商品取引所における最終の価格により算定しております。

 

 

(2) 債券関連

(単位：千円)

区分 種類 契約額等
契約額等のうち

1年超
時価 評価損益

金融商品

取引所　

国債先物取引     

売建 20,690,600 ― 20,690,600 ―

買建 ― ― ― ―

計 ― ― ― ―
 

　(注) 時価の算定方法　金融商品取引所における最終の価格により算定しております。

 

(3) 金利関連

(単位：千円)

区分 種類 想定元本
想定元本のうち

1年超
時価 評価損益

市場取引以

外の取引

金利スワップ取引     

支払固定・

受取変動
2,000,000 2,000,000 △27,554 △27,554

計 2,000,000 2,000,000 △27,554 △27,554
 

(注) 時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格により算定しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業は、有価証券を担保とした貸付業務及び有価証券運用業務並びにこれらの付随業務の単一セグメント

であるため、記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

中部証券金融株式会社(E03690)

四半期報告書

16/20



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間

(自　平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 31円4銭 36円37銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 123,261 144,372

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 123,261 144,372

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,970 3,969
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月10日

中部証券金融株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   柏   木   勝   広   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   澤　　田   吉　　孝   印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中部証券金融株

式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第82期事業年度の第３四半期会計期間（平成26年10月１日から

平成26年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、中部証券金融株式会社の平成26年12月31日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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